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2. 研究テーマ

中国農村部および都市部における薬剤耐性HIVの流行状況とAIDS治療への対策

3. 成果の概要 (1∞字程度)

江蘇省に在住のHIVに感染した46例について解析したととろ、BA，B'仁，D，AEの6種類の

サブタイプが同定でき、最も多いのがサブタイプ仁の40.48%で薬物静注者に多く、次い

でサブタイプB'の38.10%で、商業的血液供給者に多かった。
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一日中医学協会助成事業ー

中国農村部および都市部における薬剤耐性HIVの流行状況と

AIDS治療への対策

要旨:

研究者氏名 助教授山本直彦

日本研究機関 名古屋大学大学院医学系研究科

共同研究者 副所長羊海涛

中国所属機関江蘇省JiangsuProvince Center 

for Disease Control and Prevention 

江蘇省に在住のHIYに感染した46例について、その血液よりプロウイルスDNAを採取し、

HIY-1 Env領域を PCRにより増幅し、 EnvC2-Y3領域の塩基配列を決定し、系統樹解析によりサ

プタイプを解析したところ、 A，B， B'， C， D， AEの6種類のサプタイプが同定できた。そのう

ち最も多いのがサプタイプ Cの 40.48犯で、次いでサプタイプ B'の 38.10覧であった。しかし、

ハイリスク・グループによってサプタイプの傾向は異なり、サブタイプ Cが薬物静注者に多い

のに対し (86.67覧)、サプタイプ B'は商業的血液供給者に多かった (91.67則。このことは商業

的血液供給者におけるサブタイプ B'は近隣の河南、湖北、安徽、山西、山東省などの内陸部地

域から江蘇省に入ってきたと考えられる。また、薬物静注者におけるサプタイプ Cは雲南省な

どタイやミャンマーの北部のいわゆるゴールデン・トライアングノレの地域から流入したと考え

られる。血清疫学的解析のみならず、このようにウイルス学的・分子疫学的解析をすることに

よって、 HIYの流行パターンや伝播様式を知ることができ、こうした共同研究はサプタイプ聞

によって異なる薬剤耐性を念頭においた治療方針の確立や今後の予防対策および将来に向けて

のワクチン開発に大いに役立つもの思われる。なお、薬剤耐性関連遺伝子(genotype)およびそ

の感染性(phenotype)について現在解析中である。

Key Words HIV/AIDS、分子疫学、サブタイプ、薬剤耐性

緒言:

深刻な流行を招いている中国東部の江蘇省の CDCと共同で、これらの地域における HIVの

遺伝学的特徴および薬剤耐性ウイルスの浸淫状況を調査し、中国における将来の薬物治療など

の AIDS対策に重要な基礎的および臨床的データーを提供し、総合的なエイズ予防戦略を構築す

る。こうしたHIVの分子疫学的研究は、将来のワクチン開発を含め、ウイノレス学的、免疫学的、

臨床的さらに社会医学的研究の礎となるものであり、今後さらに中国との様々な研究機関との

協力によって、アジア全体の流行の予防制圧に向けた共同の取り組みを一層強力に推進できる

ことが期待される。
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対象と方法:

江蘇省に在住のHIVに感染した46例について、その血液よりプロウイルス DNAを採取し、

HIV-l Env領域を PCRにより増幅し、 EnvC2-V3領域の塩基配列を決定し、系統樹解析によりサ

プタイプを解析した。

結果:

系統樹解析によりサブタイプを解析したところ、 A，B， B'， C， D， AEの6種類のサプタイ

プが同定できた。そのうち最も多いのがサプタイプCの40.48覧で、次いでサプタイプB'の38.10免

であった。しかし、ハイリスク・グループによってサブタイプの傾向は異なり、サプタイプ C

が薬物静注者に多いのに対し (86.67粉、サプタイプB'は商業的血液供給者に多かった (91.67則。

このことは商業的血液供給者におけるサブタイプ B'は近隣の河南、湖北、安徴、山西、山東省

などの内陸部地域から江蘇省に入ってきたと考えられる。また、薬物静注者におけるサプタイ

プ Cは雲南省などタイやミャンマーの北部のいわゆるゴールデン・トライアングルの地域から

流入したと考えられる。

考察:

血清疫学的解析のみならず、このようにウイルス学的・分子疫学的解析をすることによっ

て、 HIVの流行パターンや伝播様式を知ることができ、こうした共同研究はサプタイプ聞によ

って異なる薬剤耐性を念頭においた治療方針の確立や今後の予防対策および将来に向けてのワ

クチン開発に大いに役立つもの恩われる。なお、薬剤耐性関連遺伝子(genotype)およびその感

染性(phenotype)について現在解析中である。

(2006年3月25日)
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